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ぶどうの木

　
以
前
は
、
ぶ
ど
う
の
木
が
園
庭
を
囲

む
よ
う
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。毎

年
、
た
く
さ
ん
の
ブ
ド
ウ
が
実
を
つ
け
、

園
児
が
収
穫
し
た
ぶ
ど
う
で
保
護
者
と

一
緒
に
ジ
ュ
ー
ス
や
ゼ
リ
ー
を
作
っ
た

り
、
園
児
が
作
成
し
た
ラ
ベ
ル
を
貼
っ

た
特
製
ビ
ン
に
ぶ
ど
う
ジ
ャ
ム
を
つ
め

た
り
、
ぶ
ど
う
か
ら
出
た
果
汁
で
絵
を

描
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

駐
車
場
の
整
備
な
ど
も
あ
り
園
庭
を
囲

む
よ
う
に
植
え
ら
れ
て
い
た
ぶ
ど
う
の

木
も
一
部
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た

が
、
園
児
が
ぶ
ど
う
の
葉
の
形
や
大
き

さ
を
確
か
め
た
り
、
長
く
伸
び
る
ぶ
ど

う
の
木
を
観
察
す
る
な
ど
園
児
と
密
接

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
幼
児
期
は
、
日
常
生
活
か
ら
自
分
と

の
か
か
わ
り
を
通
し
て
様
々
な
事
を
不

思
議
に
思
い
、
そ
の
関
係
を
知
り
た
く

な
る
時
期
で
も
あ
り
、
ぶ
ど
う
の
木
か

ら
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ん
で
い
ま
す
。

八戸学院短期大学附属幼稚園聖アンナ
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コーンフレークにケチャップかける？

グレゴリー・
チャールズ・
アンソニー
八戸学院大学 講師
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建学の精神
「神を敬し、人を愛する」
カトリックの精神に則る道徳教育
を施し、高尚なる人格の完成を期
し、現代社会が要請する有為の人
材を育成することをもって目的と
する。　　　　 （寄付行為 第３条）
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八戸学院NEWS＜CLOSE UP! ＞

特集
かまどベンチ造り

学びの時間
種差海岸・階上岳の自然に触れる健康増進活動

八戸学院NEWS／イベント情報

八戸学院NEWS＜CLOSE UP!＞

同窓生の広場

平成 26年度寄付受理報告

職員ファイル

理事長散策

HACHINOHE GAKUIN CAMPUS SPOT
ぶどうの木

　附属幼稚園３園で英語を教えている他に、研究と教育経験、また日本でバイリンガルと
して自分の子供を育てている経験をふまえて、子供向け英語本を紹介します。タイトルは
Nick Sharratt 作「コーンフレークにケチャップかける？」です。
　この本の特徴は、本と聞き手で会話が弾みます。子供達に質問し
提案された組み合わせのコンセプトで子供を引き付けます。子供達
は、本の中で提案されているちょっとおかしな日用品の組み合わせ
が大好きです。その組み合わせの一例はタイトルにもなっています
が「コーンフレークにケチャップかける？」です。子供たちは「NO! 
YES!」などと笑いながら答え、次の組み合わせが何なのかわくわく
して聞いています。
　ここでのポイントは①Do you likẽ? のような簡単な英語のフ
レーズを練習できます。②コミュニケーションの必要性を学びま
す。③文化の違いを知ることができます。子供達がどのような反応
をするのか、ぜひ読み聞かせてあげてください。

　
看
護
学
科
第
６
期
生
の
宣
誓
式
が
行
わ

れ
、
一
年
間
の
基
礎
教
育
を
修
了
し
た
２

年
生
68
名
が
看
護
へ
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
式
典
に
は
保
護
者
や
来
賓
等
約

４
５
０
名
が
参
列
し
祝
福
を
贈
り
ま
し
た
。

　
白
衣
に
身
を
包
ん
だ
学
生
は
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
像
が
手
に
擁
く
灯
を
受
け
、
知
識

と
技
術
を
持
ち
、
質
の
高
い
看
護
を
提
供

す
る
事
を
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
宣
誓
者
を
代
表
し
て
種
市
和
人
さ
ん
か

ら
「
専
門
職
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
切
磋

琢
磨
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
他
の
学
生
か
ら
も
、
更
に
学

習
に
励
み
た
い
・
看
護
学
生
と
し
て
の
自

覚
を
持
つ
こ
と
に
繋
が
っ
た
・
看
護
師
を

目
指
す
決
意
と
意
欲
が
高
ま
っ
た
等
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　
宣
誓
式
を
通
し
て
学
生
は
周
囲
へ
の
感

謝
を
実
感
し
つ
つ
、
68
人
が
一
つ
に
な
っ

た
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　宣誓式の式典終了後「看護の可能性への挑戦」と題して、筑波大学名誉教授の
紙屋克子先生の講演が行われました。講演では、「命は助けてもらったけど治して
もらったことにはならない」家族の一言が意識障害看護の出発点となったことや、
先生の体験を基に患者に変化を起こす臨床実践と研究成果が紹介されました。
　看護には、患者の人生を取り戻す力があること、挑戦する看護師になることなど
理想とする看護師像を学生一人ひとりが描き出せるような貴重な講演となりま
した。

表紙
第45回八戸小唄流し踊りに八戸
学院短期大学１年生と教職員
222名が参加しました。今回で
８年連続の参加となります。

平成27年度八戸学院短期大学看護学科宣誓式［5/9］

八戸学院NEWS <CLOSE UP!＞

八戸学院短期大学看護学科　第６回宣誓式特別記念講演

筑波大学 名誉教授
紙屋 克子 先生
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八戸学院大学・八戸学院短期大学図書館は
「地域に開かれた大学図書館」として、地
域住民の方も無料でご利用いただけます。



　野辺地西高等学校は、県内唯一の工業系総合学科の
高校です。災害時に使用できる「かまどベンチ」を生徒
が製作しました。今回は、「かまどベンチ」の組み立て
から完成までを紹介します。

　
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
は
通
常
は

ベ
ン
チ
と
し
て
使
用
で
き
、
災

害
時
に
は
座
板
を
外
す
と
か
ま

ど
と
し
て
煮
炊
き
が
で
き
ま
す
。

　

製
作
は
産
業
技
術
系
列
の
生

徒
が
「
測
量
」「
鉄
筋
組
」「
レ

ン
ガ
積
み
」「
モ
ル
タ
ル
充
填
」

「
ベ
ン
チ
塗
装
」
を
担
当
し
、オ
ー

ト
メ
カ
ニ
ッ
ク
系
が
「
溶
接
」

を
担
当
す
る
な
ど
系
列
全
体
で

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
は
単
な
る

製
作
物
で
は
な
く
、
災
害
時
に

自
分
が
何
を
で
き
る
か
と
生
徒

一
人
一
人
が
考
え
「
防
災
意
識

を
高
め
る
」
製
作
活
動
に
な
り

ま
し
た
。

野辺地西高等学校
かまどベンチ
製作

籏 谷 寿 逸
八戸学院野辺地西高等学校

総合学科教諭

３年４組
間 　 拓 斗

八
戸
学
院
　
　
　
　

野
辺
地
西
高
等
学
校

　
　
　
　
総
合
学
科

１ 測　量
型枠を置きながら測量を行います。
高低差があるため水平に合わせるの
に苦労しました。

3 レンガ積み・
　　　　モルタル充填
レンガを置き、水平器で水平を確かめ
ながら積んでいきます。その後、モル
タルを目地に充填します。

2 鉄筋組
基礎コンクリートの為に鉄筋を組み
ます。鉄筋を入れることでコンクリー
トの強度がぐんとアップします。

4 ベンチ塗装

5 溶　接

6 完　成

ベンチとして使用する際の
座板を塗装します。

かまど内に設置する鉄網を溶接
します。手入れがしやすいよう
に移動式の鉄網にしました。

溶接した鉄網と座板をセットして
「かまどベンチ」の完成です。
完成後は災害時を想定して、かまど
に火をおこし非常食を作りました。

「かまどベンチ」を使って非常食づくり！

「かまどベンチ」を使って非常食づくり！

「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
を

　
　
　
　
　
　
製
作
し
て

　

レ
ン
ガ
積
み
や
モ
ル
タ
ル

充
填
な
ど
な
れ
な
い
作
業
に

苦
戦
し
ま
し
た
が
３
台
製
作

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
製
作

を
と
お
し
て
、
災
害
時
に
ど

ん
な
物
が
利
用
で
き
る
か
な

ど
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

第１回青森県総合学科高等学校研究発表会
審査員特別賞
受 賞
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●葦毛崎展望台鮫角灯台●

●大須賀海岸

●白浜海水浴場

●種差海岸

種差海岸駅

陸奥白浜駅

八戸学院大学
人間健康学部

お問い合わせ先

種
差
海
岸
・
階
上
岳
の

　
　
　
　
自
然
に
触
れ
る
健
康
増
進
活
動

熊 谷 晶 子
Akiko Kumagai

八戸学院大学
人間健康学部教授

　

青
森
県
の
平
均
寿
命
は
年
々
延
び
て
い
る
も
の
の
、
男
女
と
も

全
国
最
下
位
で
あ
り
、
短
命
県
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国

と
比
較
し
て
、
肥
満
者
や
高
血
圧
者
の
割
合
が
多
い
、
運
動
習
慣

者
の
割
合
が
低
い
、
自
殺
死
亡
率
の
高
い
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
お

り
、
平
均
寿
命
を
下
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

短
命
県
返
上
の
た
め
に
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
と
心
の
健
康
づ

く
り
が
重
要
で
す
。
青
森
県
南
に
は
風
光
明
媚
な
種
差
海
岸
（
三

陸
復
興
国
立
公
園
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
自
然
の
心
と
身
体

へ
効
果
を
検
証
し
、
健
康
増
進
活
動
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
よ
り
人
間
健
康
学
部
の
ゼ
ミ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
、
種
差
海
岸
の
海
岸
浴
の
効
果
の
科
学
的
検
証
を
始
め
ま
し

た
。
種
差
海
岸
遊
歩
道
を
葦
毛
崎
展
望
台
か
ら
天
然
芝
生
地
ま
で

の
約
５
・
２
㎞
を
、
約
２
時
間
か
け
ゆ
っ
た
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
出
発
前
・
終
了
時
に
唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
活

性
測
定
・
血
圧
・
脈
拍
の
測
定
・
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
測
定
尺

度
を
測
定
し
、
こ
れ
ら
の
測
定
値
か
ら
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果

を
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。
種
差
海
岸
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
、
高

唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
活
性
、
血
圧
及
び
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
測
定

尺
度
は
有
意
に
低
下
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
に
基
づ

き
、
本
年
度
は
６
月
〜
10
月
に
か
け
て
種
差
海
岸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
活
用
し
た
健
康
増
進
活
動
（
種
差
海
岸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
を
月

に
１
回
企
画
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
じ
三
陸
復
興
国
立
公
園
に
属

し
て
い
る
階
上
岳
散
策
の
効
果
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

種
差
海
岸
・
階
上
岳
の
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
生
活
習
慣
病

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
の
予
防
、
運
動
器
症
候
群

（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
の
予
防
、
心
の
健
康
づ
く
り

運
動
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

種差海岸ウォーキングマップ
7月から月1回のペースで開催されている種差海岸ウォーキング。

葦毛崎展望台をスタートしてゴールの種差天然芝地まで
見所いっぱいの5.2㎞を紹介します。

葦毛崎展望台から種差天然芝生地までウォーキング前後に健康測定を実施！
ウォーキングで健康な街「八戸」へ！

●開催日時　 7月25日(土)、8月29日(土)、9月26日(土)、10月17日(土)
　　　　　　 9：00～13：00　※雨天中止（小雨決行）
●集合場所　 葦毛崎展望台
　　　　　　 ※現地集合、現地解散
　　　　　　　 （受付・測定後、各自でウォーキングスタートとなります）
●スケジュール 　9：00～10：00　受付・測定
　　　　　　　 　9：30～12：30　種差天然芝地まで5.2kmウォーキング
　　　　　　　　12：00～13：00　測定後解散
●参 加 費　 500円

八戸学院大学・八戸学院短期大学
地域連携研究センター
TEL:0178-25-2789／FAX:0178-25-1968
E-mail:research@hachinohe-u.ac.jp
Facebookイベントページ
http://www.facebook.com/events/
1726219814271922/

Facebookイベントページで
最新情報更新中！

種差海岸ウォーキング

①葦毛崎展望台
種差ウォークスター
ト地点。展望台から
望む太平洋は圧巻で
す。また季節ごとに
数多くの高山系植物
を楽しめます。

②大須賀海岸　③白浜海水浴場
白い砂浜が 2.3km 続く海岸線です。大
須賀海岸は「日本の渚百選」に選ばれて
おり、鳴砂でも有名です。また、白浜海
水浴場は「快水浴場百選」に選ばれました。

④白岩
ウミウの糞で白く
なったことから
「白岩」と言われ
ています。ウォー
キング中、様々な
場所から見ること
ができ、海の青と
松原の緑に白岩の
白が映えます。

⑤淀の松原
樹齢八十年以上の松が立ち並ぶ
遊歩道。松林からのぞく太平洋
を見ながら歩くと気分爽快です。

⑥種差天然芝生地
なだらかな起伏の芝地が波打ち際まで
広がり、種差海岸を代表する景観です。

②

③
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平成27年
2月～4月
平成 27年
5月～7月

古(いにしえ)に想いを馳せた｢砂浜彫刻｣［7/1］

第２回みちのく英語応用サミット開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　［5/31］

　幼児保育学科の学生約200名が白浜海岸で「砂浜彫刻」実習を行いました。本実習は学科行事として平成18年度より行っており今年度で10

回目の実施となります。幼稚園教育要領「健康・人間関係・環境・言葉・表現」の５領域の全てを網羅している「砂遊び」を、八戸の素晴ら

しい自然の中で体験し、保育者を目指す学生の今後の保育活動に役立ててもらいたい、という思いから始まった行事です。本年度は「古(い

にしえ)」というテーマを掲げ、12グループに分かれ、事前に紙粘土で模型（マケット）を作りイメージを膨らませて制作に臨みました。ゼ

ミごとにアイデアを出し合い、砂と向き合いながら協力して作品の完成を目指しました。白浜海岸には多種多様な砂浜彫刻が並び、学生は作

品を取り囲んで記念撮影をするなど、自然にふれ合いながらコミュニケーションを深めていました。

短 大

地連研

　八戸学院大学と全国語学教育学会岩手県地方支部が「第2回みちのく英語応用サ

ミットMichinoku English Education Summit（MEES）」 を開催しました。このサ

ミットは、東北でも英語教育に携わる教師の交流の機会を設け情報を共有することで、

地域の英語教育を向上させることを目的に開催しています。

　関東方面からの参加者を含め日

本人英語教師・ALT・外国人教

師約30名が参加し、スピーカー

６名が「文法を学ぶための7つの

セオリー」や「言語学と言語教育

とは」、「単語の分析」など日本の

英語教育の課題について熱い議論

を交わしました。

Be-FMラジオ「はちがくクロス」
放送中

学生生活にかかわる講演会 ［7/27］

地連研

大 学

学友会主催 ボウリング大会［6/12]・球技大会［7/4］開催 大 学

　2015年（平成27年）４月か

ら、八戸学院大学・八戸学院短

期大学地域連携研究センターで

は、Be-FMにてラジオ番組

『はちがくクロス』を担当して

います。学生パーソナリティー

が、八戸市内の高校生・大学生

や大人たちと八戸市内のお宝

（人・モノ・情報）などについて語り合い、地域の魅力を紹介していきます。現在、

様々なゲストをお招きして収録を行っています。放送は毎週金曜日18時15分頃か

ら（76.5MHz ゆうらじ！Hachinohe内 15分コーナー）です。ぜひ、お聴きくださ

い。また、学生パーソナリティー＆特派員を募集しています。高校生も大歓迎です。

一緒に楽しく番組作りを通して、地域の魅力を発見、情報発信してみませんか？詳細

は地域連携研究センターまでお問い合わせください。

　青森県警察本部のご協力により、学生の防犯意識の向上を目的として1年生を対象

に「学生生活にかかわる講演会」を毎年開催しています。

　今年のテーマは「犯罪被害に遭わないために～自分の安全は自分で守ろう～」と題

して実際に起こった事件や、学生に

身近な犯罪を具体的に挙げていただ

き、防犯意識を持つことの重要性

と、犯罪被害から身を守るための護

身術の実践もしていただきました。

　参加した学生からは「自分は大丈

夫と思わず、常に注意していきた

い」など、自己防衛に対する感想が

多く寄せられました。

　大学４年生、短期大学２年生を対象に、八戸学院大学５号館において合同企業説明会が開催されま

した。この説明会では業界の動向や企業、仕事の内容について、企業の担当者の方に直接伺うことがで

き、就職先を選択する際に参考となる大変有意義な機会

です。

　今回の説明会には52社の採用担当者にご参加いただき、学生と個別に面談していただき

ました。リクルートスーツ姿の学生達は、就職試験にチャレンジするための情報を得よう

と、終始真剣な表情で取り組んでいました。志望する企業・業種の採用担当の方に率先して

質問をするなど、積極的な姿勢が多く見られました。

　ご多忙中にもかかわらず説明会の趣旨にご賛同をいただき、ご参加いただきました企業の

皆様に厚く御礼申しあげます。

ボウリング大会
　学友会主催ボウリング大会がゆりの木ボウルで行われ、学生、教

職員23名の参加となりました。始球式を学生支援センター長 三本

木教授が行い、ボウリング大会がスタート、終始笑顔で良い汗を流

すことができまし

た。参加した学生

からは「学生、教

職員との交流も

深めることができ

てよかった。来年

もぜひ参加した

い。」と声が上が

りました。

球技大会
　学友会主催球技大会が

八戸学院総合体育館にて

行われました。競技内容

はバスケットボールと

ドッヂボールの２競技。

参加した学生は夢中に

なって頑張っていまし

た。球技大会の趣旨で

ある学生同士の親睦を

図り、健康増進を行うこ

とができました。

大・短 合同企業説明会［6/16・17］イベント情報
平成27年９月～12月

9/4（金）・9/5（土）・9/6（日）
八戸ポータルミュージアムはっち
・はっちひろば（１F）　ステージ
・ギャラリー（１F）　　幼稚園児作品展示
・シアター１（１F）　　各学校の紹介

９/26（土）14:00～16:00
東京ガーデンパレス

八戸学院フェスタ・八戸学院関東の集いの詳細
は、下記にお問い合わせください。
学校法人光星学院 総務部
TEL.0178-30-1411

八戸学院フェスタ

八戸学院関東の集い

▼光華祭
10/24（土）・25（日）

八戸学院短期大学

▼オープンキャンパス

▼保護者説明会
９/13（日）14:00～16:00
保護者向け講演、学部学科説明、個別相談ほか

９/26（土）10:00～13:00
学部学科説明、体験授業、入試対策講座、
個別相談、在学生とのフリートークほか

オープンキャンパス・保護者説明会の詳細は、下
記にお問い合わせください。
八戸学院大学・八戸学院短期大学
キャリア支援課　TEL.0178-30-1700

光華祭の詳細は、下記にお問い合わせください。

八戸学院短期大学
TEL.0178-25-4411

▼秋桜祭
10/24（土）・25（日）

八戸学院大学

秋桜祭の詳細は、下記にお問い合わせください。

八戸学院大学
TEL.0178-25-2711

八戸学院大学・八戸学院短期大学
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　平成27年度野辺地地区の各校（小学校・中学校・高等学校）のJUMP
チームの委嘱状交付式が、野辺地警察署で行われました。
　各校代表者に対し委嘱状が交付された後、野辺地警察署長から「年間活
動について」のお話があり、続いて野辺地町教育長から「JUMPチームの
発足について」のお話がなされ、激
励のことばをいただきました。
　最後に、JUMPチームを代表して、
本校3年の山田義久君が「少年の事
故・非行のない明るい町づくりのた
めに積極的に活動します」と「誓い
のことば」を読み上げました。

健康教室開催［6/15］

青春パワー炸裂［7/1］野西高

野西高 JUMPチーム委嘱状交付式
積極的活動を誓う［6/2］

野西高
　野辺地町にある高野薬局の薬剤師で、本校薬剤師でもある

高野修司氏による健康教室が行われました。毎年同時期に、

新入生に対して開催しており、今年はタバコの害のデータ

等に加え、『危険ドラッグ』についても取り上げ、違法性や

危険性が強調されま

した。生徒たちは、

最近よく耳にする言

葉で、自分の身の回

りでも起こり得るこ

とと講師の方の話に

聞き入っていました。

　「燃やせ青春の炎！～駆けめぐれ野西魂～」をテーマに、第40回体育祭が行われました。

あいにくの小雨が降る中、赤軍、白軍、黄軍、青軍の４軍が入場、開会式で校長から「天候

が悪いが、皆さんの若いパワーでこの天気を吹き飛ばす勢いで頑張ってほしい」とあいさ

つ、生徒を代表して体育委員会委員長の秋戸 優良 君が力強く選手宣誓をしました。各競技

で熱戦を繰り広げたもののすべて

の競技で圧倒的な強さを見せた黄

軍が優勝となり、団長の岡村　滉 君

が堂々と優勝杯を受け取りまし

た。野辺地西高校の三大祭りの１

つである体育祭。次に待っている

のは野辺地祇園祭りです。体育祭

同様に学年の垣根を越えて一致団

結して取り組み、最高の思い出を

作ってもらいたいと思います。

（公社）自動車技術会東北支部主催
第 25回自動車技術独創アイデア
コンテストに参加して

進路ガイダンス［7/10］

　特別進学・医療看護進学コースの生徒を
対象に、青森県臓器移植コーディネーター
の鈴木旬子氏を講師に迎え、国内・県内の
移植事情、さらに臓器提供をする家族の思
いについて聴きました。「大切な人の死に
直面し、臓器提供をどう考えるか」「自分
は臓器提供をしたいか」等考える機会とな
りました。

臓器移植に関する出前講座［6/29］

　49の大学、短大、専門学校の参加を得て進路ガイ

ダンスが開催されました。

　生徒は希望校の説明や、看護・医療系受験、公務員

受験対策の講義を受けました。また、就職希望者に

は、志望理由書の書き方、面接マナーの指導、模擬面

接などが行われ、３年生は進路決定に向け本番さなが

らの真剣な表情で臨んでいました。

　自動車技術、省エネ・環境及び交通システム等につい
てのアイデアを競う大会です。坂本隼人君（工業技術科
１年）のアイデアは緊急車両が近づくとルームミラーが
赤色点灯、音声で緊急車両が接近していることを運転者
に知らせる装置で、57作品中１位で一次審査を通過
し、本選考会に臨みました。結果は佳作でしたが、今回
の経験を糧にさらなる挑戦を誓いました。

光星高

ビジネス科現場実習で学ぶ
「上級学校体験学習を終えて」 　　　　 　　　　　ビジネス科３年　高　橋　綾　香　

　先生方の様々なお話を伺い大変勉強になりました。大谷学長の≪人生を変える魔法の言葉≫
凄い！面白い！初めて！をいつも口癖にして、人と関わって行けるようになりたいと思いました。

「インターンシップで学んだこと」　　　　　　ビジネス科３年　中　山　さくら　

　仕事の大変さを実感した３日間でした。人のために働くことは、やりがいがあり格好いいこと
です。お店の方や親のすごさを改めて感じました。将来誰かのためになるような仕事がしたいと
思います。

光星高
光星高

光星高

平成27年度 介護福祉科学生交流会［5/1］専攻科
　介護福祉科の学生交流会が行われました。当日は天気に恵まれ、開会式終了後、種差海

岸インフォメーションセンターへ移動しセンター内の見学を行いました。センター内の見

学では、芝生や砂利の上でも走行できる車いすを間近で見ることができ、これからの介護

実習に活かして行きたいとの声が学生から聞かれました。その後、センター周辺の清掃活

動を行い、種差海岸のきれいな環境を保つ為にはゴミを捨てないという意識を再確認する

ことができました。

　清掃活動終了後は、学校に戻り風船バレーなどのレクリエーションや、昼食をとりなが

ら情報交換を行うなど今回の交流会を通して１・２年生の親睦が十分に図られました。

マツダ技術セミナー開催［6/11］
　自動車科の全学生を対象に、㈱マツダアンフィニ青森、青森マツダ自動車㈱及びマ

ツダ㈱の三社による技術講習会「マツダ春のセミナー2015」が本校で実施されまし

た。セミナーでは、最新技術の紹介や整備実習（実演）、車両の見取り、企業紹介な

どが行われました。最新技術の紹介では自動車

のデザインが決まるまでのプロセスや、整備実

習では本校の24年度卒業の若江様による12ヶ

月点検整備の実演があり、早く正確でまた無駄

のない動きに学生達は圧倒されていました。ご

指導をしてくださったマツダ社の皆様方には深

く感謝申し上げます。

専攻科

イベント情報
平成27年９月～12月

▼光星祭
10/17（土）・18（日） 

光星祭の詳細は、下記にお問い合わせください。

八戸学院光星高等学校
TEL.0178-33-4151

八戸学院光星高等学校

▼野西高祭
10/17（土）・18（日） 

野西高祭の詳細は、下記にお問い合わせください。

八戸学院野辺地西高等学校
TEL.0175-64-4166

八戸学院野辺地西高等学校

▼オープンキャンパス
8/29（土）9:50～12:00
学科グリーティング（見学・体験・紹介）
在校生との交流会ほか

オープンキャンパスの詳細は、下記にお問い合わ
せください。
八戸学院光星高等学校専攻科
TEL.0178-25-6322

八戸学院光星高等学校専攻科
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お泊り会［7/17］聖アンナ聖アンナ応援隊､大活躍！！
　　　　　　　　　　［6/13運動会]［7/25夏の季節祭］

聖アンナ

　今日は１学期終了日。お昼に子ども達はお家に帰

り、年長さんだけは２時半にもう一度登園。大きな荷

物を持って幼稚園にやってきました。１学期最後の大

行事、お泊り会です。

　今年のお泊り会は種差少年自然の家で行

われました。お風呂に入り、夕食を食べる

など、いつもはお家でお父さん・お母さん

としていることを、今日は年長さんの仲間

と先生達と一緒にしました。その他に花火

や肝試しなどのお楽しみもありました。「大丈夫だよ」とお友達を励ます声、「僕のタオルがな

い…」「一緒に探そう！」と手伝ってくれるお友達、みんなで協力して臨むことができた１泊２

日のお泊り会、帰るときには子ども達の姿がいつもより逞しく見えました。

　「ＮＨＫ みんなのうた」から生まれた『つもりやもり』の絵本の
読み聞かせ会が、年中児を対象に行われました。普段、つい「～し
たつもり」になって物事を忘れてしまうと大変だということを、絵
本から学ぶことができました。絵本を紹介してくれた「やまたん」
お兄さんと、絵本から飛び出してきた「つもりやもり」のキャラク
ターのパピ君と一緒に、元気に踊ったり写真撮影をして、楽しい一
時を過ごしました。

「つもりやもり」読み聞かせ会
　　　　　　　　　　　　　　　　［6/19］

お泊り保育と山車小屋見学［7/19・20］
　毎年恒例の年長組お泊り保育が、一学期終園日の翌日に行われました。布団敷き

や夕食バイキングの準備をし、花火やお楽しみコーナーで、大いに驚き、大いに笑

い、楽しく過ごしました。翌朝は、まつりんぐ広場に出掛け、制作中の三社大祭の

山車を見学しました。

　大きな山車に感激し、人形ク

イズで見た落武者に驚き、兜を

被ったり剣を構えたりと、山車

を間近に見て、触れて、存分に

楽しむことができました。最後

に、この日の思い出にと、手作

りの山車の塗り絵をいただきま

した。

附 属

附 属

　心地良いそよ風の晴天の中で、「第９回　運動会」が行われまし
た。広い八戸学院短期大学前の芝生のグラウンドで、かけっこや
親子競技など思い切り体と心を働かせて、運動する楽しさやご家
族と触れ合う嬉しさを十分に体験しました。特に、年長児の組体
操や全員リレーは、大きな声援が飛び交い、大いに盛り上がりま
した。最後は、頑張ったことを認めてもらえる喜びを感じ、全て
の日程を満足気な笑顔で終えることができました。

運 動 会［6/14］附 属

とぉ～

えいっ

　今年の運動会は「八戸学院室内練習場」で行われました。
人工芝が敷き詰められた広々とした会場で、家族揃って身体
を動かし楽しみました。「聖アンナ応援隊」のパパたちは、
保護者と祖父母の競技を担当し会場を大いに盛り上げ、ママ
たちはご褒美のメダルを手作りで準備しました。
　夏休み中に行われた「夏の季節祭」でも「聖アンナ応援
隊」は大活躍！スイカ割りやウォーターシューターなど趣向
を凝らしたゲームに子どもたちは大歓声を上げていました。ボディペインティングの

コーナーでは自分を飾って皆で盛り上がりました。
のり巻きやパン、焼きそば、フランクフルト、か
き氷など盛りだくさんのメニューも準備され、お
腹も心も大満足の一日でした。
　このように、一年を通じて、様々な行事に出動
してくださる「聖アンナ応援隊」は幼稚園の頼も
しい応援団なのです。

さくらんぼがいっぱい［7/3］
　さくらんぼ狩りの体験では、「まっかで大
きいよ」「甘くておいし～い」など、子ども
たちの感動する声が広い果樹園の中ににぎ
やかに響いていました。昼食は、南郷道の
駅の木陰で食べました。大好きなおうちの
人が作ってくれた愛情弁当を青空の下で、
おいしくいただきました。自然を楽しむ体

験をとおし、感動する心、感謝の心を大切にし、園生活を生き生きと過ごせる子ども
を育てていきたいと思います。

第二しののめ

楽しい親子遠足［5/22］
　十和田にある駒っこランドに親子遠足に行きました。大好きなお父さんやお母さ
ん、お家の方と一緒にバスの中で歌を歌ったり、レクを楽しみました。駒っこランド
に到着してからは、親子でリズム体操をして、大
きな滑り台や馬に乗りました。本物の馬はとても
大きくびっくりしている子ども達もいましたが、
たくさん人参のエサをあげていました。いっぱい
走って遊んだ後のお弁当もとてもおいしそうで、
楽しい親子遠足となりました。

第二しののめ

元気いっぱい運動会［6/28］
　待ちに待った運動会。残念ながら雨天の為、
体育館で行うことになりましたが、子どもたち
は元気いっぱい頑張りました。祖父母の方々も
たくさん応援に来てくださり、大変楽しい運動
会となりました。一生懸命走ったかけっこやお
父さん・お母さんと一緒に取り組んだ親子競技、
かっこよく、力いっぱい踊ったお遊戯とたくさ
んの思い出ができました。年長児は開会式・閉会式にも関わり、一人ひとりが自分の
役割をしっかりとこなし、素敵に成長した姿をお見せすることができました。

第二しののめ

イベント情報
平成27年９月～12月

八戸学院短期大学附属幼稚園

▼幼稚園説明会
10/24（土） 10:00～11:30 

未就学園児教室 開催
平成27年9月～12月

八戸学院短期大学附属幼稚園

【星の子キッズクラブ】 10:00～11:30

9/2（水）・9/9（水）・9/10（木）・9/26（土）
10/7（水）・10/8（木）・10/24（土）
11/12（木）・11/18（水）・11/19（木）
11/28（土）・12/16（水）

▼オープンスクール
10/7（水） 10:00～14:00 
11/18（水） 10:00～14:00 

詳しくは、各幼稚園にお問い合わせください。
平成27年7月現在

八戸学院短期大学附属幼稚園
聖アンナ

▼星の子音楽会
11/11（水）

八戸学院短期大学附属幼稚園
３園合同

▼見学説明会
10/1（木） 10:30～11:30

八戸学院短期大学附属幼稚園
第二しののめ

【めだか学級】 10:00～11:30

9/1（火）・9/8（火）・10/13（火）
10/20（火）・11/17（火）
11/24（火）・12/15（火）

9/19（土）・10/17（土）
【ベビーマッサージ】 10:00～11:00

八戸学院短期大学附属幼稚園
聖アンナ

【ポケット広場】 10:00～12:00

9/3（木）・10/1（木）
11/18（水）・12/3（木）

八戸学院短期大学附属幼稚園
第二しののめ
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株式会社　七洋
代表取締役

プロフィール

どこにも負けないチームワークで
多面的な発展を
　株式会社七洋は、昭和47年２月、海上船舶給油からスター
トしました。会社名の「七洋」は、七つの海（北太平洋、南
太平洋、北大西洋、南大西洋、インド洋、北極海、南極海）
のことで、全世界を相手に事業を行う気構えを表しています。
　昭和50年10月にガソリンスタンドを開設、以後、車検整備
や保険、鈑金、新車・中古車販売などカーライフのトータルサ
ポートに取り組み、並行してLPガス部門を新設、灯油販売や
リフォームなどホームライフサポートにも力を入れています。
　我が社ではチームワークを重視しており、接客はもちろん
部門ごとに必要な技術を先輩が後輩に指導する研修会を定期
的に行うなど日々技術向上に努めています。後輩を指導する
ためには自分自身も勉強する必要があり、相乗効果が生まれ
ます。結果、昭和シェル石油で行っている「人材による店舗
力向上」のサポートプログラム「SPATグローバル」で全国
1300ヶ所を超える昭和シェル石油SSの中から当SSが日本代
表に選出され、今年５月にフランスで開催された世界大会に
出場しました。今後、どこにも負けないチームワークを武器
に質の高い商品、サービスを提供し、多面的な発展を目指し
たいと思います。

　自分が目指すべき夢を持ち、それを達成するために何をす
べきか計画を立ててみてください。たとえ計画通りに行かず
遠回りになってもそれは後に貴重な財産となります。夢を実
現させるという強い気持ちが重要だと思います。

森　清氏
Mori Kiyoshi

八戸大学（現八戸学院大学）商学部 平成５年卒業。
平成26年８月より株式会社 七洋 代表取締役に就任。

【後輩へ贈る言葉】

同窓生
の広場

八戸から世界へ！

森社長と光星高校卒業の久慈さん（中央）、佐々木
さん（右側）
現在の従業員数は 115名、本学卒業生も頑張って
います。

　
八
戸
の
夏
を
彩
る
七
夕
祭
り
に
八
戸
学
院
短
期
大
学

の
学
生
、
教
職
員
が
浴
衣
姿
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

首
か
ら
さ
げ
た
手
ぬ
ぐ
い
は
、
美
術
の
教
員
の
デ
ザ
イ

ン
に
よ
る
も
の
で
、
今
年
で
８
枚
に
な
り
ま
し
た
。
手

ぬ
ぐ
い
は
、
そ
の
年
の
浴
衣
の
流
行
の
色
な
ど
を
リ

サ
ー
チ
し
て
色
を
決
定
し
た
り
、
首
に
か
け
た
時
に
柄

や
文
字
が
き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
配
置
を
工
夫
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
８
」。
地
元
八
戸
の
「
八(

８)

」、

八
戸
学
院
短
期
大
学
の
「
八(

８)

」、
八
戸
流
し
踊
り

参
加
８
回
目
の
「
８
」
な
ど
様
々
な
「
８
」
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
ぬ
ぐ
い
に
見
る

　
　
　
八
戸
小
唄
流
し
踊
り

平成20年平成21年平成22年平成23年

八戸学院NEWS <CLOSE UP!＞

平成24年平成25年平成26年平成27年
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星
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院
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ー
シ
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ン
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ラ
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基
金
）

平
成
26
年
度 

寄
付
受
理
ご
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
26
年
４
月
〜
平
成
27
年
３
月
末
）

　
　次

の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 19年度以降寄付金累計額　２７９,０４０,２９６円

寄付金額　５１，４２１，４７０円
（寄付協力者３４６件）
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光星学院への寄付のお願い
本学院では教育環境刷新（教育環境整備・教育改革・教育支
援等）を目的として、寄付のご協力をお願いしております。
詳細はホームページ（http://kosei.hachinohe-u.ac.jp/）をご覧
いただくか、総務部（TEL.0178-30-1411）までお問い合わせ
ください。
※本学院に対する寄付金は、個人または法人の「税制上の優
遇措置」を受けられる場合があります。

▼平成 26年度の支出内容
　教育研究費補助

　部活動支援

　国際交流補助

　室内練習場建設補助

　附属幼稚園園舎新築返済補助
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理 事 長
散 策

大学からのアプローチ

大山氏（左）と法官理事長

中庭とスチューデントホール ステンドグラスによる演出

　光星学院様とは2001年に教育施設計画に関する相談をお受けしてキャンパス整備の

お手伝いをさせて頂いたことに始まり、今回計画にも携われることとなりました。

　湊高台キャンパスでは敷地の外周部に校舎があり、校地内にも車が入って混沌とし

ていた状況を整理して、新たな学校の顔づくり、魅力的な学習交流空間の実現、人と

車の動線分離、授業を行いながらの建設などを課題として計画しました。最初に幼稚園移転を目的とした芝の園庭を囲む園

舎を建設。移転後に高校校舎の内側に新校舎、体育館を建設、既存解体後に正門広場やバス駐車場、中庭を順次整備して

2008年に完成し、高校キャンパスとしてまとまりました。職員室、図書室、生徒ラウンジが連携する学習空間や多目的に使

える体育館を中心にキャンパス全体が広がり、地域への発信にもつながったと思います。竣工から７年、緑も大きく育って

落ち着いた雰囲気を醸し出している高校校舎、幼稚園は新しい遊具や

園児の作品など活動がよく見える明るい園舎になっています。

　美保野キャンパスも同じ時期に計画を行い、体育館前の広場だった

敷地に総合実習館が建設されました。胸像を以前の位置のまま残して

配置し、既存校舎とは渡り廊下や外部空間を整備してつなぎました

が、まるで昔から建っていたような一体感を成し、ケヤキや桜並木が

季節ごとに表情を変え、印象的なキャンパスになっています。

　短期大学の整備計画は遠くに在った短大校舎をこの緑豊かなキャン

パスに一体化させたいと願い、新たに幼児保育棟を既存弓道場の場所

に計画して大学側に新たな学生玄関を設けました。正面外壁には総合

実習館と全く同じタイルを使うことができ、大学とのつながりを一層

強く感じるでしょう。アプローチブリッジを渡って２階の玄関に入

り、吹抜け階段を降りて短大学生ホールへとつながります。１階ス

チューデントホール、体育館との間の中庭は学生たちの様々な活動の

場として、内部と外部が連続する明るい空間です。吹き抜け正面の壁

にはステンドグラスを透した自然光が時とともに移ろう表現を施し、

カトリック精神による道徳教育を行っている学院の象徴的な空間とな

るよう目指しています

②

キャンパスをつなぐ
大山博建築設計事務所　大山　博
（元清水建設教育施設計画本部本部長）

職員
ファイル

　母親がピアノの先生をしていたこともあり音楽は身近
な存在でした。高校時代に先輩の勧めもあり吹奏楽部に
入部、全体で演奏した際の“音圧”に衝撃を受け、大人
数で演奏することの楽しさを覚えました。また、顧問の
先生から「音楽は、練習を１日休むと自分が分かる。２
日休むと仲間が分かる。３日休むと聞く人が分かる」と
言われたことがあり、日頃の積み重ねの大切さを学びま
した。
　高校卒業後は、音大に進学し音楽教師という道を選び
ました。光星高校に赴任して今年で10年、同時に吹奏楽
部顧問10年目になります。その間、八戸地区大会で平成21
年、22年に小編成、平成26年には大編成でそれぞれ金賞
を獲得することができました。部員には、顧問就任当初
から「日頃の生活態度や相手に対しての思いやり、音楽
に対しての心構えなどが音に表れる」と一貫して教えて
います。
　八戸は、全国大会出場経験のある高校も多くレベルの
高い地区ですが、明るい光星サウンドを武器に全国大会
出場を目指して頑張りたいと思います。

五十嵐 敬彦
八戸学院光星高等学校

教　諭

北海道出身
洗足学園音楽大学　音楽学部器学科
（チューバ専攻）卒業
平成18年４月より光星学院高等学校
（現 八戸学院光星高等学校）に赴任

目指せ、全国大会！
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ぶどうの木

　
以
前
は
、
ぶ
ど
う
の
木
が
園
庭
を
囲

む
よ
う
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。毎

年
、
た
く
さ
ん
の
ブ
ド
ウ
が
実
を
つ
け
、

園
児
が
収
穫
し
た
ぶ
ど
う
で
保
護
者
と

一
緒
に
ジ
ュ
ー
ス
や
ゼ
リ
ー
を
作
っ
た

り
、
園
児
が
作
成
し
た
ラ
ベ
ル
を
貼
っ

た
特
製
ビ
ン
に
ぶ
ど
う
ジ
ャ
ム
を
つ
め

た
り
、
ぶ
ど
う
か
ら
出
た
果
汁
で
絵
を

描
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

駐
車
場
の
整
備
な
ど
も
あ
り
園
庭
を
囲

む
よ
う
に
植
え
ら
れ
て
い
た
ぶ
ど
う
の

木
も
一
部
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た

が
、
園
児
が
ぶ
ど
う
の
葉
の
形
や
大
き

さ
を
確
か
め
た
り
、
長
く
伸
び
る
ぶ
ど

う
の
木
を
観
察
す
る
な
ど
園
児
と
密
接

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
幼
児
期
は
、
日
常
生
活
か
ら
自
分
と

の
か
か
わ
り
を
通
し
て
様
々
な
事
を
不

思
議
に
思
い
、
そ
の
関
係
を
知
り
た
く

な
る
時
期
で
も
あ
り
、
ぶ
ど
う
の
木
か

ら
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ん
で
い
ま
す
。
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